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４）自家用車や高級耐久消費財購入に伴うリスクに
対する認識
自家用車や高級耐久消費財購入に伴うリスクに対す
る認識についてみると，リスク認識得点の平均値は
18.5と非常に低くなっている．すなわち，このよう
なイベントは高額の支出を伴うにもかかわらず，生活
資源全体についてみた場合にはリスクとしての認識が
きわめて低いことが理解される．しかしながら，リス
ク認識得点を導く予測式の有意水準は０．１％と高く，
リスク認識の程度の違いは，世帯属'性によってよく説
明されることがわかる．そして，ここでのリスク認識
を説明する三大要因は，世帯の所得水準と世帯主の年
齢および職業である．全体として，世帯の所得が高い
ほど，世帯主の年齢が低いほど，リスク認識が低くな
る傾向が認められる．また，職業別にみた場合には，
自家用車や高級耐久消費財の保有が職業生活上のメリ
ットとなる場合のある自営業者世帯で，リスク認識が
特に低いという結果になっていた．
５）住宅の新規購入や増改築に伴うリスクに対する
認識
住宅の新規購入や増改築に伴うリスクに対する認識
についてみると，自家用車や高級耐久消費財購入と同
様，リスク認識得点の平均値は２０．３と非常に低い．
しかし，予測式の精度は０．１％で有意となっている．
リスク認識に最も大きな影響を及ぼしているのは世帯
の所得水準で，次いで生活の価値観，世帯主の年齢の
順となっている．所得および年齢については，所得が
高いほど，年齢が低いほど，いっそうリスク認識は低
くなっており，こういった傾向も自家用車や高級耐久
消費財購入の場合と同様である．また，価値観につい
てみた場合，満足重視の世帯では住宅取得・改築に対
するリスク認識が特に低くなっている．これは，当該
世帯では他の世帯よりも住宅の新規購入や増改築によ
ってもたらされる効用が大きいため，それがリスク認
識を鈍化させているものと推察される．
６）子供の養育や教育に伴うリスクに対する認識
子供の養育や教育に伴うリスクに対する認識につい
てみると，リスク認識得点の平均値は１８．６で，非常
に低い値となっていた．すなわち，大型の消費を伴う
イベントであっても，それが自発的であり，個人・家
族にとって積極的・発展的な意味をもつイベントに対
してはリスク認識が低いことが，ここからも理解され
る．また，リスク認識得点を導く予測式の有意水準は
５％で，その三大説明要因は，世帯の所得水準，生活
の価値観，世帯主の職業となっている．ここにみられ
る所得の上昇に伴いリスク認識が低下していく傾向と，
満足重視の世帯でリスク認識が非常に低くなるという
特徴は，住宅の新規購入や増改築などの場合と同様で
ある．さらに，世帯の職業別では，自営業者世帯のリ
スク認識が相対的に低くなるという特徴がみられた．
７）老親の世話や介護に伴うリスクに対する認識
老親の世話や介護に伴うリスクに対する認識につい
てみると，リスク認識得点の平均値は２７．３で，その
水準は，リスク認識の有無のボーダーライン（どちら
ともいえない）を若干上回る程度である．一方，予測
式の有意水準は０．１％でかなり説明力の高いものとな
っており，ここでもリスク認識の程度に大きな影響を
及ぼしているのは，世帯の所得水準，生活の価値観，
世帯主の年齢である．この三つが最も主要な説明要因
となっている点は，事故や入院，住宅の新規購入や増
改築の場合と同様である．また，所得水準と価値観に
みられるカテゴリースコアの特徴は，住宅の新規購入
や増改築の場合とまったく同じであるが，世帯主の年
齢に関するカテゴリースコアは，独自の傾向を示して
いる．すなわち，介護に対するリスク認識は，４０歳
代の世帯で最も高くなり，その後５０歳代になると，
すでに老親の世話に対する現実的な準備が整いつつあ
るためか，リスク認識は急激に低下し，３０歳代より
も低い水準となっている．
８）定年退職と老後に伴うリスクに対する認識
定年退職と老後に伴うリスクに対する認識について
みると，リスク認識得点の平均値は23.3で相対的に
低めの値であるが，予測式の有意水準は０１％で精度
の高いものとなっている．また，説明力の大きな世帯
属性をあげると，1位は所得水準，２位は価値観，３
位は住宅保有状況で，転職や失職の場合と同様である．
ただし，住宅保有状況のカテゴリースコアにみられる
特徴は，転職や失職の場合とは異なる．すなわち，転
職や失職に対しては，借家世帯でリスク認識が低かっ
たのであるが，定年退職と老後については，持ち家で
ローンのない世帯のリスク認識が非常に低くなってい
る．つまり，自分自身の老後について計画しようとす
る場合には，住生活が安定的に保障されていることが，
リスク認識を大きく低下させることが理解された．
（２）生涯のリスク認識と世帯属性をめぐる全体的
傾向
以上，リスク認識と世帯属性の関係についてイベン
ト別にみてきたが，最後に，全体的な傾向を整理する
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どのような影響を及ぼしているかについて明確にする
ことを目的とした．
分析の結果，生涯のイベントの全体において，世帯
のリスク認識に最も大きな影響を及ぼしているのは，
所得水準であり，所得が低い世帯ほどリスク認識が高
く，所得が高い世帯ほどリスク認識が低いことが明ら
かとなった．所得水準に次いで，生涯のリスク認識の
ほぼ全体にわたって大きな影響を及ぼしているのは，
生活の価値観であった．総じて安定重視の世帯ではリ
スク認識が高く，満足重視の世帯ではリスク認識が低
いことが理解された．このほかでは，世帯主の年齢が
リスク認識に対して相対的に大きい影響力を示してお
り，総じて短期的な不測のイベントについては世帯主
年齢の高い世帯（５０歳代）でリスク認識が低く，中
長期的な予測可能なイベントについては若い世帯でリ
スク認識が低いという傾向がみられた．また，世帯主
の職業の違いは火災や自然災害，自家用車や高級耐久
消費財購入に伴うリスク認識に対して，住宅保有状況
の違いは転職や失職，定年退職と老後に伴うリスク認
識に対して，有力な説明要因となることがわかった．
これらの研究成果をとおして，個人・家族が，自ら
のおかれた状況に応じて，ファミリーリスクに対する
認識を高めていこうとする場合の具体的な課題が明確
となり，さらに諸課題の全体的把握によって，今後の
生活経営論やリスクマネジメント教育のより効果的な
展開に資することを期待するものである．
なお，ファミリーリスクに対する「準備」について
も，同様の視点に基づく分析を実施しているので，別
途，報告をする予定である．
と次のような点を特徴としてとらえることができる．
生涯のイベントに対するリスク認識に全体として最
も大きな影響を及ぼしているのは世帯の所得水準，次
いで生活の価値観である．これら二つの要因は，他の
説明要因に比べかなり大きな説明力をもっており，特
に所得水準の説明力は突出したものとなっている．ま
た，これまでに繰り返し述べてきたとおり，所得水準
については，それが低い世帯ほどリスク認識は高くな
り，逆に所得水準が高い世帯ほどリスク認識は低くな
る．生活の価値観については，おおむね，安定重視の
世帯でリスク認識が高くなり，満足志向の世帯でリス
ク認識が低くなるという傾向がみられた．総じていえ
ば，人びとの不安意識がリスク認識を高めているとみ
ることができる．
所得，価値観以外の世帯属性は，これら二つに比べ
ると，かなり低い説明力しかもたないが，それらのう
ちでは世帯主の年齢が相対的に高い影響力を示してい
た世帯主年齢とリスク認識との関係については，全
体として，事故や入院，火災や自然災害などの短期的
な不測のイベントについては年齢の高い世帯（５０歳
代）でリスク認識が低くなり，自家用車や高級耐久消
費財購入，住宅の新規購入や増改築，子供の養育や教
育などの中長期的な予測可能なイベントについては若
い世帯でリスク認識が低くなるという傾向がみられる．
また，長期的でありながら不測の要素をもつ老親の世
話や介護については，年齢の高い世帯（５０歳代）と
若い世帯の両方でリスク認識が低くなるという特徴が
みられる．
このほか，世帯主の職業の違いは火災や自然災害，
自家用車や高級耐久消費財購入に伴うリスク認識に対
して，住宅保有状況の違いは転職や失職，定年退職と
老後に伴うリスク認識に対して，有力な説明要因とな
ることがわかった．
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